
  

 

 

ボランティア大賞受賞活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県政策部男女参画・県民活動課 
 

  

ボランティアに関する感動的な活動、勇気づけられる活動または心温まるような活動及び

企業等が実施するボランティア活動に感謝し、表彰することにより、ボランティア活動の活

性化と全県的な広がりの機運を高め、その社会的認識の向上を図ることを目的としていま

す。 



  

 

 

 

 

これまでの受賞者 
 

  



  

令和４年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 
 

 
 
 

  

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

図書館や保育所・幼稚園・

小学校でのおはなし会を

中心とした読書活動の推

進 

 

ももの会 

［団体］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ関係 

 図書館や保育所・幼稚園・小学校で

未就学児から小学校低学年を対象に定

期的に絵本の読み聞かせを行い、親子

で気軽に参加できる場を提供してい

る。子どもたちに絵本の魅力を伝える

ことで、豊かな心の醸成や表現力・創

造力の向上に貢献している。 

約27年間という長きに渡り子どもた

ちとその家族のために活動しており、

読み聞かせを通じて親子がふれあう

きっかけづくりに貢献している点が

評価された。 

高松市 

約27年 

 

 

２ 

 

科学教育講座運営のボラ

ンティア活動（青少年の理

科教育普及支援） 

 

冨田 章弘 


［個人］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ関係 

 

情報化社会

の発展 

 

科学技術の

振興 

情報通信交流館（e-とぴあ・かがわ）

で毎週開講しているロボット科学教室

「ロボット・ラボ」にて、小学生から

高校生を対象に電気や電子、情報通信

に関する知識や技術を伝えている。受

講生にデジタルやＩＴの魅力を伝える

ことで、進路や将来に影響を与えてい

る。 

将来のある子どもたちへ向け、使

命感をもってデジタル教育に取り

組んでいると感じられ、受講生の進

路や将来に良い影響を与えている

点が評価された。 

高松市 

約17年 

 

３ 

 

若者の社会復帰支援活動 

 

さぬきポレポレ農園 

      ［団体］ 

子どもの健

全育成関係 

不登校の人や社会に出ることが困難

な人などが、仲間たちと米や野菜の栽

培をしていく中で新しい自分づくりを

し、学校や社会復帰を目指して活動す

る場を提供している。また、栽培した

米は子どもの貧困対策として十分な食

生活を送れていない家庭に提供してい

る。 

深刻な社会課題に私財を投じてま

で長年携わることは簡単にはできず、

後継者の確保もできており、今後の継

続性が担保されている点が評価され

た。 

さぬき市 

約17年 

 

 

４ 

 

道路、公園、海浜、登山道、

休耕田等の美化・保全活動 

 

三菱電機株式会社受配電

システム製作所       

［団体］ 

環境保全関

係 

社会貢献活動の一環として会社周辺

道路の不法投棄物の片付けなど、地域

の美化活動に長年貢献している。また、

近年では里山・里海保全活動にも注力

しており、活動後にはこども野外教室

やウミホタルの観察会を通じて、環境

保全活動への理解を深める活動を行っ

ている。 

約43年間という長きに渡って参加

者が無理なく自主的に活動しており、

子どもの情操教育にもつながり、家族

の絆も深まる素晴らしい活動である

点が評価された。 

丸亀市 

約43年 



  

令和３年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 
 

 
 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

神戸（震災で被災した高齢

者）に手紙を書く会 

とらすとＫ 

［団体］ 

保健・医療・

福祉関係、 

まちづくり

関係、 

災害救援関

係、 

地域安全関

係 

 県立琴平高校の生徒が主体となり、

文通を通じて震災で被災した高齢者に

元気になってほしいという思いから結

成された。「どうすれば相手が元気づけ

られるか」ということを第一に考えな

がら文通等による交流を続けること

で、被災者支援に貢献している。 

高校生が主体となり被災者支援活動

を継続している点や、手紙の書き方を

知らない若者もいる中で文通という

文化を大切にしながら活動している

点が高く評価された。 

琴平町 

約16年 

 

 

２ 

 

食を通じた障害者の居場

所提供と地域交流促進活

動 

 

鳥井 和代 


［個人］ 

保健・医療・

福祉関係、 

まちづくり

関係 

障害者の居場所づくり及び障害者と

健常者との交流の場の提供を目的に、

営業している喫茶店を月に一度開放し

ている。また、町内のイベント等にも

出店し、そこで得た利益をボランティ

ア団体へ寄付するなど、障害者や高齢

者が住みやすい地域づくりに貢献して

いる。 

役場での経験をきっかけに、障害

者のために地域の誰もが参加でき

る居場所づくりに貢献している点

が評価された。 

宇多津町 

約17年 

 

３ 

 

和文化交流支援活動 

 

明石 美代子 

      ［個人］ 

子どもの健

全育成関係 

カナン保育園児童クラブの児童及び

園児を対象に、お茶の作法の指導を通

じて立ち居振る舞いだけでなく相手へ

の気遣い等を教えている。また、高齢

者施設でもお茶の教室を開き、園児及

び児童を招待することで、高齢者との

触れ合いの場を提供している。 

36年の長きにわたり、お茶の作法等

を園児や小学生に教えることで、子ど

もたちの価値観や気づきの広がりに

寄与していると評価された。 

高松市 

約36年 

 

 

４ 

 

伴走、伴歩による視覚障害

者等の健康増進支援活動 

 

てんとう虫パートナーズ 

       

［団体］ 

保健・医療・

福祉関係 

視覚障害者などの健康増進を目的

に、四国で最初の伴走・伴歩支援団体

として結成された。毎週高松等の各会

場にて活動をしており、伴走・伴歩の

活動への理解促進に努めている。また、

活動の影響を受けて他県でも同様の団

体が結成されるなど、先駆的な役割も

担っている。 

こうした地道な活動が、アスリート

の誕生につながり、多くの人に希望と

勇気を与えることにもつながると評

価された。 

高松市 

約13年 



  

令和２年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 
 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

子どもの安全パトロー

ル・登下校の見守り 

岡田勝一 

［個人］ 

地域安全関

係 

 50年近くに渡り、毎日、朝と夕方、

丸亀市立城西小学校周辺の横断歩道に

立ち、横断旗をもって生徒を見守って

いる。下校時には集団下校の後ろをつ

いて帰り、常に生徒の動きに目を配っ

ている。また、交通安全を啓発する凧

や団扇も自作し、子どもたちに伝えて

いる。 

個人で50年近くという活動期間の長

さは他の候補の追随を許さず、職場の

理解も得ながら活動を続けてきた点

を評価。 

丸亀市 

約50年 

 

 

２ 

 

屋島の活性化ボランティ

ア 

 

元気ＹＡＳＨＩＭＡを創

ろう会 


［団体］ 

まちづくり

関係、 

観光振興 

屋島中学校昭和 33 年度卒業生が中

心となり、屋島の活性化を図ることを

目的として結成された。ＪＲ屋島駅の

観光案内スペースの開設（毎週土日）

や観光マップの作成、屋島寺でのお茶

のお接待（月１回）など、屋島を盛り

上げるための様々な活動を実施してい

る。 

同級生が地域を盛り上げるため

に自主的に集まり、創意・工夫を凝

らして様々な活動を行っている点

を評価。 

高松市 

約15年 

 

３ 

 

香川の森づくり・人づくり

活動 

 

（公財）オイスカ四国支部 

      ［団体］ 

環境保全関

係 

平成７年から「山・林・ＳＵＮ体験

植林ボランティア」と題し、県内各地

で地域や企業とともに、植林活動を行

っている。また、子どもたちへの環境

学習として、間伐材を使った「森のつ

みき広場」を県内の小学校やコミュニ

ティーセンター等で開催し、森を守る

必要性の理解促進をしている。 

財団法人としての活動ではあるが、

採算性のあるものではなく、真に地域

の未来のために活動している点を評

価。 

高松市 

約26年 

 

 

４ 

 

四国 88 ケ所霊場遍路道等

清掃ボランティア 

 

（一社）香川県産業廃棄物

協会 

      ［団体］ 

環境保全関

係 

年に一度、県内の四国８８ヶ所霊場

の遍路道等において、世界遺産登録を

目指す四国の各協会が合同で、地元ボ

ランティアや行政と協力し、会員が持

つ車両などを使用しながら不法投棄さ

れた廃棄物、特に一般のボランティア

では回収できないような大きな廃棄物

などを回収している。 

世界遺産登録という大きな目標に

向かって、目立たない活動ではある

が、専門性を活かして活動している点

を評価。 

高松市 

約12年 



  

令和元年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 
 

  

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

図書館ボランティア活動 

 

坂出市立大橋記念図書館

友の会 

［団体］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ関係 

 平成15年から坂出市立大橋記念図

書館を中心に活動している様々なグル

ープが、「坂出市立大橋記念図書館友の

会」として設立した。現在、10グルー

プの74名が互いに連携・協力しなが

ら、「図書館まつり」などの図書館行事

を企画し、市民と図書館とをつなぐ活

動をしている。 

また、各グループが幅広い世代向け

に「パソコン教室」や「紙芝居」、「天

体観測」「読み聞かせ」などの活動を活

発に行い、その活動は図書館だけにと

どまらず、幼稚園や学校、福祉施設な

どで活動を展開している。 

個々のグループの活動は「高齢者

向けのパソコン教室」や「手作りの

紙芝居を使った親子向けの読み聞

かせ」など、内容や対象も多岐に渡

っており、それらのグループが「友

の会」として緩やかに連携している

ことが、活動の幅の広がりや継続と

いう点で高評価であり、他の団体の

模範となると感じた。 

坂出市 

約15年 

 

 

２ 

 

赤ちゃんから高齢者まで

へのお話し会や視覚障害

者への朗読会など 

 

朗読グループどんぐり 


［団体］ 

保健・医療・

福祉関係 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ関係、 

子どもの健

全育成関係 

平成８年に視覚障害者向けの広報誌

の朗読録音奉仕の活動を始め、その後、

絵本を中心としたお話し会をするよう

になった。現在では活動回数は年間

200 回を超えており、活動内容は、視

覚障害のある高齢者向け施設での朗読

会や自治会等での落語会、地域の子ど

も向けに旧分校舎を利用した読書スペ

ースを開放する「どんぐり文庫」など、

対象は多岐に渡っている。その他、中

学生に、読み聞かせ活動を行う事前学

習の講師として指導もしている。 

２００回を超える昨年度の活動

数は圧巻であり、活動の対象の幅や

活動地域の広さにも驚いた。ただ、

そのうえで、「無理をしない」をモ

ットーにメンバーが自主性を持っ

て活動していることや、「どんぐり

文庫」という地域に根ざした拠点を

持っていることが、活動を長く続け

ることができている理由ではない

かと感じた。 

さぬき市 

約23年 

 

３ 

 

海ごみ対策「美しい海を瀬

戸内から」 

 

森田桂治 

      ［個人］ 

環境保全関

係 

平成８年以来取り組んできた瀬戸内

海での海ごみ対策は、今では年間 60

回を超えるごみ拾い活動や、次世代へ

環境保全の大切さを啓発する様々な活

動に発展している。その活動は、単に

海ごみを拾って海をきれいにするだけ

でなく、海ごみを調査し、海ごみの発

生抑制に取り組むほか、海ごみを使っ

たパネル展や芸術作品の制作などの啓

発活動にも力を入れている。 

また、理事を務めるＮＰＯ法人アー

キペラゴでのクリーンアップ活動や、

県と香川大学が開校している「かがわ

里海大学」の講師など、精力的に活動

している。 

近年、世界的に海のマイクロプラ

スチックが大きな問題となってい

るが、２０年以上も前から海ごみ問

題に取り組んでこられたことの先

駆性はすばらしい。 

また、楽しみながら活動する姿勢

が多くの方を魅了し、仲間を増やし

ながら活動の幅を広げてこられた

のだろうと感じた。香川県の財産で

ある瀬戸内の風景を守るため、今後

とも大いに活躍されることを期待

する。 

高松市 

約23年 

 

 



  

平成３０年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 
 
 
 
 
 
 

平成２９年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

公共施設（公園、学校など）

のトイレ清掃活動 

 

香川掃除に学ぶ会 

［団体］ 

環境保全関

係 

 平成9年から、毎月1回香川県内全

域の公共施設のトイレ（公園、学校等）

掃除に取り組んでいる。毎月、参加者

が会費を払って、掃除道具や洗剤等を

用意している。やすりを使って頑固な

汚れを取り除き、トイレの壁や床も磨

くほか、野外のトイレの場合には樋の

掃除も行っている。また、清掃活動終

了後、参加者全員で感想を話し合った

り、用意した弁当を共にする機会を設

けるなど、会員相互の密接な交流の場

を持つことで、楽しく活動するための

工夫をしている。 

 また、「日本を美しくする会」を主宰

する鍵山秀三郎さんを招いて講演会を

開催するなどの研修会も行っている。 

単に掃除をするということでは

なく、手作業で頑固な汚れを取り除

くことに没頭し、掃除に学ぶという

姿勢には委員一同大変感銘を受け

た。 

今後も活動を続けていかれること

で、学校の生徒たちを始めとして、

多くの人々に影響を与え続けてい

ただきたいと感じた。 

坂出市 

約21年 

 

 

２ 

 

図書館や幼稚園、小学校に

おはなし会を届け、子ども

と本をつなぐ活動 

 

おはなし紡
つむ

ぎの会 


［団体］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ関係 

1995年に香川県立図書館主催「スト

ーリーテリング指導者養成講座」の参

加者有志により設立し、1995年9月か

ら、香川県立図書館でおはなし会を始

めた。 

現在、ストーリーテリング（語り）を

中心に絵本・詩・わらべうた・手遊び

などを、聞き手の年齢や季節感を考え

組み合わせたプログラムによりおはな

し会を行っている。 

おはなし会のプログラムの充実や会

員の資質向上に努めており、児童文学

に関する講演会等を主宰するほか、香

川県教育委員会や高松市教育委員会な

どが主催する子供と読書に関する研修

会の講師を務めるなどしている。 

単に読み聞かせを行うだけでな

く、ストーリーテリングやわらべ歌

など趣向を凝らした活動は、綿密な

打ち合わせに裏打ちされ、子どもた

ちだけでなく、保護者までも聞き入

る「おはなし会」は、他の読み聞か

せ活動とは一線を画すものと感じ

た。 

これからも、子どもたちと本との

架け橋として活動を続けていかれ

ることをお祈りする。 

高松市 

約22年 

 

３ 

 

一人でも多くの赤ちゃん

の命が救われ、母と子の助

けになることを目指す活

動 

 

香川母と子のいのちを守

る会       

［団体］ 

保健・医療・

福祉、社会教

育、まちづく

り、子どもの

健全育成関

係 

命は授かりもの、胎児のいのちを守

りたいとの思いで平成元年7月「生命

の尊さを考える香川女性の会」として、

命の始まりを大切にする社会を目指

し、様々な活動を開始。子どもたちに

生命の尊さを伝えると共に、おなかに

宿った小さな生命が大きな産声と共に

生まれ育っていく社会、親が子育てを

通して幸せを感じ、子どもの笑顔がい

っぱい広がる社会を願って活動を進め

ている。 

主な活動としては、月刊誌「生命尊

重ニュース」の普及のほか、「いのちの

教育講演会」の開催、子育て中の母親

向けの勉強会の場「ワン＆オンリーの

会」の開催や「妊娠ＳＯＳホットライ

ン」の開設、新しいいのちの誕生を支

援する募金「円ブリオ基金」の普及活

動を行っている。 

新しいいのちの誕生を支援する

募金「円ブリオ基金」の推進や妊娠

中・子育て中の母親を対象とした講

演会・相談会の実施などの活動は幅

広く、妊娠・子育てで悩んでおられ

る母親の皆さんにとっては大きな

励みになるものと感じた。 

少子化が進む現代において、一層

大切にしていかなければいけない

いのちの誕生を支援する先駆けと

して、社会全体に命の大切さを発信

して頂きたい。 

高松市 

約28年 

 

 



  

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

団体のメンバーの特技を

活かした訪問ボランティ

ア 

 

ボラえもんグループ 

［団体］ 

保健・医療・

福祉関係、 

子どもの健

全育成関係 

年間を通して延べ600回以上、放課後児

童クラブ、幼稚園、保育所、高齢者施設、コ

ミュニティセンター、地域のイベント、こど

も会など様々な場所で、代表の「ボラえもん」

こと藤巻さんの特技である手品をはじめ、日

本舞踊、フラダンス、大正琴、ギター、二胡、

コーラス、キッズダンス、歌、オカリナ、昔

話、和太鼓など、メンバーがそれぞれ得意な

演目を披露し、たくさんの人に勇気や感動を

与えている。 

2000年に4人で活動を始めた活動が、現

在では約160人にまで広がっており、メン

バーも3歳から89歳までと幅広い年代層で

組織されている。「特技を活かしたボランテ

ィアをしたいが、場所や方法がわからない」

「まとまった時間はできないが、10分～15

分あればできる」とメンバーのグループへの

参加のきっかけは様々だが、毎年、代表の藤

巻さんのもとには多才な仲間が集まってき

ている。ボラえもんグループの訪問ボランテ

ィアの活動は1人での参加からグループで

の参加があり、時間も1回15分から長時間

まで、参加回数も3カ月に1回、曜日指定、

年3回から100回以上など様々であるが、

代表の藤巻さんが上手くコーディネートす

ることにより、メンバーそれぞれが自由に、

楽しみながら参加することが出来ている。 

訪問ボランティアとしての活動

件数や会員数、内容の充実ぶりだけ

ではなく、手品などで自らも精力的

に活動しつつ、約160人の会員の予

定にあった活動機会を提供し続け

ている代表者のコーディネート

力・調整力・巻き込み力にはただた

だ感銘を受けるばかりである。 

いくつになっても自分の特技を

活かせるような場や機会を積極的

に提供する「ボラえもんグループ」

があることで、演目を見る方々に楽

しみを与えるだけではなく、活動す

る方々の生きがいも支えていると

感じた。 

 

高松市 

17年 

 

 

２ 

自然観察を通じて、一般県

民への自然保護思想の普

及啓発を図る活動 

 

かがわ自然

しぜん

観 察 会

かんさつかい

 

［団体］ 

環境保全関

係 

かがわ自然観察会は、平成3年1月、県内

の自然観察指導員が集まり発足した。「五色

台自然楽校」「キャッチ・ザ・自然」などの

自然観察会・イベントなどを通して、身近な

自然の紹介や、楽しい体験企画を提供し、か

がわの自然の豊かさに感動していただき、多

くの方に「かがわの自然環境を大切にした

い！」と思っていただけるように活動を行っ

ている。 

「五色台自然楽校」は、平成3年から毎

月第1日曜日に開校している。五色台ビジ

ターセンター周辺の散策路での自然観察、森

づくり体験活動、季節ごとの森の恵みを使っ

たクラフトづくりや食体験を実施している。 

「キャッチ・ザ・自然」は、春と秋の年2

回、五色台以外の里山と干潟に出かけて観察

する体験活動である。身近な自然の良さを感

じ、観察することを通して様々な植物や生き

物を発見し、自然や環境について学び、考え

ることができる活動であり、子どもから大人

まで気軽に参加できる。 

このほか、自然観察やクラフトづくりなど

の「出前授業」も実施している。 

約26年にわたり、「五色台自然楽

校」や「キャッチ・ザ・自然」など

のイベントを月1回以上企画・運営

し、身近な自然の紹介や、自然を楽

しむことが出来る体験を参加者に

提供している。 

これほどの長い期間、県内の自然

の良さや大切さを誰にでも分かり

やすく、かつ楽しく啓発する活動を

ボランティアとして継続的に実施

していることの意義はとても大き

い。 

是非、次の世代にも繋げていって

ほしい環境教育・啓発活動である。 

坂出市 

26年 

 



  

 

３ 

防災活動を中心とした地

域おこし活動 

 

岩

いわ

﨑

さき

 正 朔

せいさく

 

［個人］ 

まちづくり

関係 

地域の様々な行事に「防災」の視点を取り

入れたり、地域の学校や社会福祉施設と連携

した訓練や「防災」に関する行事を企画した

りするなど、すべての方に関係する「防災」

をまちづくりの鍵として、地域コミュニティ

の活性化や、住民同士の関係づくりにつなげ

ていく活動を行っている。 

また、「丸亀市川西地区自主防災会」や「か

がわ自主ぼう連絡協議会」を設立し、防災に

関する数々の先進的な手法を模索しながら

取り入れ、そのノウハウやスキルを地域の中

だけでなく、県内全域へ広げる活動を行うな

ど、県の地域防災力の向上や人材育成に精力

的に取り組んでいる。加えて、県内に限らず、

東日本大震災及び熊本地震の際には、地区の

有志を募り、被災地で炊き出しボランティア

を行った。さらに、自治会長として、環境分

野や青少年分野など地域貢献のための活動

に自発的に取り組んでいる。 

自治会長及び地区防災会長とし

て、「防災」をまちづくりの鍵とし

た地域コミュニティの活性化に取

り組んでいるほか、県内自主防災組

織の結成促進や機能強化を図る活

動に尽力するなど、県の地域防災力

の向上や人材育成に多大な貢献を

果たしている。 

誰もが関係する「防災」というテ

ーマから地域の絆をつなぐ活動を

着実に推進するとともに、活動継続

の仕組みづくりまで考え、実践して

いる点など、その実績と心意気に敬

服している。香川県から「自助」「共

助」の大切さを全国に発信してい

る、全国に誇れる活動である。 

 

丸亀市 

約25年 

 

 



  

平成２８年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

民踊・ひまわり会 

（老人ホームへの訪問活

動） 

 

民

みん

踊

よう

・ひまわり会

かい

 

［団体］ 

保健・医療・

福祉関係 

「民踊・ひまわり会」は昭和 54 年

に、藤間流の師範のもとに近所の踊り

好きな人達 20 名程が集まって発足し

たグループである。現在は 11 名ほど

で、「舞を通して人と人とを心でつない

で行く」をモットーに週に一度集まっ

て稽古に励んでいる。 

平成5年に老人ホームからの相談が

きっかけで、老人ホームに出向き、踊

りを披露するようになり、以降毎月 1

回以上老人ホームを訪問。これまで訪

問した施設は高松市内外で 20 ケ所に

ものぼる。 

施設を訪問するたびに、「また来て

よ」と入所者に喜んでもらっており、

昔なつかしい曲目を使用し、会員が頭

を悩ませ考えるプログラムや踊りは、

入所者から手拍子や合いの手も起こる

など、楽しみを与えている活動である。 

約23年にわたり、毎月1回以上、

高松市内を中心とした老人ホーム

を訪問し、踊りを披露されている。

昔懐かしい曲目を使用し、会員の

方々が頭を悩ませ考えるプログラ

ムや踊りは、訪問先で非常に喜ばれ

ている。 

これらの活動は踊りを通じて元

気や笑顔を届けられる活動であり、

また、会員の方々も、訪問先の方々

の笑顔を力に変え、自ら楽しむ姿勢

を持ち続けられていることに感銘

を覚える。 

会員の高齢化が進んでいるよう

なので、今回の受賞を機に、特に若

い世代の皆さんに活動の輪が広が

っていくことを切に願っている。 

 

高松市 

約23年 

 

 

２ 

仁尾町父母ヶ浜の海岸清

掃 

 

ちちぶの会

かい

 

［団体］ 

環境保全関

係 

干潮時には約 400ｍに渡って干潟が

現れる場所であり瀬戸内海に沈む夕日

の名所としても知られている仁尾町父

母ヶ浜の美しさと自然を維持するため

に、平成8年より、毎月第1日曜日の

朝、海岸清掃を行っている。地元の砂

浜をきれいにしたいと願う人たちが集

まり、当初は7人で始めた活動が、活

動に賛同する方が増え続け、現在は60

人にまで参加者が増えている。 

また、会の有志でリーフレットを作

成し、父母ヶ浜の美しさをＰＲする活

動も行っている。 

仁尾町父母ヶ浜の美しさと自然

を維持するために、平成8年より毎

月第1日曜日の朝、海岸清掃を行っ

ている。 

 「父母ヶ浜を日本一美しい海岸に

したい」と当初は7人で始めた活動

が、現在では60人程になるまでその

活動の輪を広げている。 

これらの活動は父母ヶ浜の美し

さを未来に引き継ぐとともに、清掃

活動のボランティアを通して社会

や子どもたちへのメッセージを発

信し続けている活動であり、この素

晴らしい活動が今後も末永く続け

られていくことを期待している。 

三豊市 

20年 

 

３ 

愛のモチーフ運動の提唱

と実践活動 

 

ピコットの会

かい

 

［団体］ 

保健・医療・

福祉関係 

「いつでもどこでもだれにでも」で

きるボランティアとして｢愛のモチー

フ運動｣を提唱し、この運動に賛同され

た全国の方々から 10 ㎝角の毛糸編み

のモチーフが寄せられ、会員の手によ

り、次々と生まれる「ひざかけ」や「座

布団」を全国の被災地や県内外の障が

い者施設や老人ホームなどに贈呈して

いる。昭和 55 年以降毎年贈呈してお

り、これまで生み出されたモチーフの

数は 46 万枚、贈呈先は全国 443 ヵ所

にも及んでいる。 

これは｢ものを大切にする｣というこ

とから始めた活動であり､10cm 角の毛

糸編みのモチーフをとじ合わせて作っ

た「ひざかけ」や「座布団」を贈るこ

とで優しい気持ちを伝えている｡ 

また、毎週水曜日に高松市総合福祉会

館にて例会を催し、会員が気兼ねなく

集まることのできる場所を作ってい

る｡ 

「いつでもどこでもだれにでも」

できるボランティアとして37年の

長期間にわたり、10ｃｍ角の毛糸編

みのモチーフを繋ぎ合わせ、ひざか

けや座布団を作成し、県内外の被災

地や老人ホームなどへ贈る活動を

続けている。 

 これらの活動は、優しく温かい心

とともに、ものを大切にする心を届

け続けている活動であり、長期間継

続した活動に対して、心から敬意を

表したい。 

また、今回の受賞を機に、ボラン

ティア参加者が少しでも増えるこ

とを切に願っている。 

 

高松市 

37年 

 

 



  

平成２７年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

図書館や各種イベントで

の紙芝居や朗読による表

現活動 

 

まいまい 塾
じゅく

 

ネットワーキング 

［団体］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ 

1980 年代に高松市主催の朗読講座を

受講したメンバーで表現活動を始め、

1993 年 4 月にボランティアグループ

として設立。1995年8月から、香川県

立図書館の児童資料コーナーで「わく

わくかみしばい会」を始めた。 

現在、県立図書館（毎月第4土曜日）

のほか、高松市中央図書館（1996年4

月から、毎月第1土曜日）において、定

例の紙芝居会を実施。その他、1994年

7月から現在まで、朗読劇「この子たち

の夏 １９４５・ヒロシマ ナガサキ」

を幼稚園・小学校などで上演している

他、各種イベントに参加し、紙芝居会

の実施等、協力を行っている。 

20年以上にわたり、香川県立図書

館や高松市図書館などで、紙芝居を

中心に子どもが読書を楽しむため

の活動を継続的に実施している。 

紙芝居の他、原爆での実体験をもと

にした朗読劇「この子たちの夏  １

９４５・ヒロシマ ナガサキ」を幼

稚園・小学校などで上映し、戦争の

悲惨さ、平和や心のつながりの大切

さを語り継いでいる。 

これらの活動は、子どもの読書活

動の推進や健やかな成長の助けと

なる素晴らしい活動であり、今後も

その活動の輪が、特に若い世代の皆

さんにますます広がっていくこと

が期待される。 

高松市 

22年 

 

 

２ 

精神障がい者やその家族

に安心を贈る精神保健福

祉ボランティア活動 

 

小 豆
しょうど

島
しま

マインド 

［団体］ 

保健・医療・

福祉関係 

小豆郡を活動範囲とし、結成当初から障

がい者とその家族の地域での生活を支え

るため様々な活動を行っている。 

活動内容は、障がい者とその家族を対象

とした電話相談や家庭訪問、料理教室、

お花見や紅葉狩り、新年会やミモザ鑑賞

などの季節行事や、島外も含めた外出支

援、他の障がい者団体との交流などであ

る。電話相談は時間を問わず対応し、そ

の不安に寄り添い話をすることで不安を

軽減している。家庭を訪問する時にはボ

ランティアの方々の自宅の料理を届ける

ことで、家庭の暖かさと地域で見守られ

ているという安心感も届けている。 

料理教室は毎月第 3 土曜日に開催して

いる。毎回、好評で簡単安価でバランス

の取れたメニューを考え、食材の購入か

ら後片付けまでを障がい者とボランティ

アがともに行っている。この料理教室を

通して、バランスの取れた食事を提供す

るとともに、障がい者がボランティアと

一緒に活動することで日常生活スキルの

向上や地域での生活の継続に大きく役立

っている。 

また、障がい者のグループ活動（映画鑑

賞、カラオケ、読書会など年間12回）や

保健所主催の「地域の暮らしに役立つセ

ミナー」（年間10回）などの行事にも積

極的に支援活動を行っている。 

さらに、地元の商工祭などで、障がい者

やその家族と一緒に手作りのストラップ

やポプリと合わせて啓発パンフレットを

来場者に配布するなど、精神障がいや精

神障がいを持つ人への理解を深めるため

の啓発活動にも熱心に取り組んでおり、

障がい者の社会参加の機会を提供するこ

とに貢献している。 

加えて、ボランティア活動の質の向上や

活動範囲の拡大を目指し、積極的に島内

外の研修会等に参加している。 

「互いに安心を贈り合うこと」を

モットーに、精神障がいのある方と

その家族の、地域での生活を支える

様々な活動を行っている。家庭訪問

や時間を問わない電話相談などの

活動の他、食材の購入から後片付け

まで障がいのある方とボランティ

アが一緒になって行う料理教室は

参加者に好評で、日常生活のスキル

向上や地域での生活の継続に大き

く役立っている。 

小豆島という離島で、限られた社

会資源しかない中、当事者やその家

族にとって無くてはならない活動

になっており、この活動を地道に根

気強く続けてこられたことに深く

敬意を表する。また、今回の受賞を

機に、ボランティア参加者が少しで

も増えることを切に願っている。 

土庄町 

24年 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 



  

平成２６年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

平成２５年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

１ 

チャオ音楽隊 

 

チャオ 音

おん

楽 隊

がくたい

 

［団体］ 

保健・医療・

福祉 

まちづくり 

1995 年に「チャオ音楽隊」の前身で

あるバンドを結成。松福町の喫茶チャ

オなどを会場に、地域の活性化を目的

にした演奏会を定期的に実施。 

2004年夏、台風16号による高潮災害

を機に、バンド名を「チャオ音楽隊」

に変更。被災の際、みんなで助け合っ

て乗り越えたこと、多くのボランティ

アの人たちに助けてもらったことへの

恩返しなど、音楽を通して自分たちの

できることをあらためて考えなおす。 

以後、それまではジャズ中心であった

曲目を懐かしい昭和のメロディ「青い

山脈」「銀座カンカン娘」など、誰もが

一度は聞いたことがあり、サビなら口

ずさめる曲に変更し、演奏だけではな

く、一緒に歌ってもらうスタイルに。 

喫茶チャオでの定期演奏会はもちろ

ん、老人ホームなどへの慰問にも歌詞

カードを持参。ホームのお年寄りたち

にも、コーラスメンバーと一緒に歌っ

てもらっている。毎月第2日曜日チャ

オ音楽隊定期演奏会（会場：喫茶チャ

オ）をはじめ、月2回のペースで老人

ホームなどへの出張演奏。地域や老人

ホームの夏祭りなどに参加。 

結成から20年を迎え、今後も定期演奏

会、出張演奏を行いながら、さらに音

楽を通じて人々に元気や笑顔を届けら

れるようメンバー一同、練習に励んで

いる。 

地域の活性化を目的にした演奏

会や老人ホームなどへの出張演奏

を行う活動であるが、２００４年夏

の台風１６号による高潮被害で多

くのボランティアの人たちに助け

てもらって以降は、誰もが聞いたこ

とのある懐かしい昭和の曲を一緒

に歌ってもらうスタイルに変更し

ており、出張演奏先で大変喜ばれて

いる。 

これは、まちづくりを支えるとと

もに音楽を通じて人に元気や笑顔

を届けられる活動であり、今後もそ

の活動の輪がますます広がってい

くことが期待される。 

 

高松市 

18年 

２ 

高田駅前の交通整理、環境

美化活動 

 

 

溝 渕

みぞぶち

 芳

よし

市

いち

 

 

［個人］ 

環境保全 

地域保全 

児童の登校時に高田駅前の横断歩道

で交通整理を、４０年以上にわたり行

っている。当初は地域の方が始めた交

通整理を一緒に行っていたが、他の方

が続けられなくなってからも現在まで

２０年近く、一人で活動を継続してい

る。 

交差点に信号が付く以前から交通整

理を行っており、信号が整備された現

在においても、溝渕氏が立っていない

と、子どもたちが信号を無視して横断

するなど危険なことが多く、彼の厳し

く優しい指導が高校生などから特に頼

りにされている。 

交通事故が多いと言われている香川

県において、安全・安心で住みよいま

ちづくりにつながっている献身的な活

動である。 

また、高田駅周辺の清掃活動や自転

車置き場の整理を行うとともに、２０

年ほど前からは、年２回、前田小学校

の児童と一緒に花壇の植え替えを行

い、水やり、草取りなど維持管理をし

ている。 

他にも、高松東高校や香川大学医学部

の周辺道路、前田小学校での清掃活動

を行っており、地元の人から大変に感

謝されている。 

昭和４５年に中学生が登校中に

交通事故に遭って以降、４０年以上

にわたり、毎日児童の登校時に高田

駅前の横断歩道に立ち、交通指導を

行っている。 

 交差点に信号がつく以前から行

われているこの活動は、信号が整備

された現在においてもとても頼り

にされている。 

 また、交通指導とともに行ってい

らっしゃる清掃活動は、駅周辺のみ

ならず高松東高校や香川大学医学

部の周辺道路、前田小学校などでも

行われており、前田小学校の児童と

菊づくりに取り組んでいる活動と

合わせて、地元の人から大変に感謝

されている。 

強い意欲と情熱を持って活動を続

けていらっしゃることに、心からの

敬意を表したい。 

高松市 

44年 



  

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

大川町ボランティア協会

配食サービス活動 

 

大 川 町
おおかわまち

ボランティ

ア 協 会
きょうかい

 

保健・医療・

福祉 

地域の高齢者などに手作りの食事を

届ける配食サービスを行っており、地

産地消を基本とし、会員が持ち寄る季

節の野菜などを使った弁当は大変喜ば

れている。この活動は、食育を通じた

健康づくりにとどまらず、月に2回、住

民自身が言葉を交わしながら弁当を手

渡すことで、高齢者の見守りや相談な

どの役割を果たし、安心して暮らせる

まちづくりにもつながっている。活動

開始から24年が経った今でも、食に関

する研修を積極的に行うなど、メンバ

ーは変わりつつも意欲的な取組みが受

け継がれている。 

1989（平成元）年から24年間にわ

たり、地域の高齢者などを対象に手

作りの食事を届ける配食サービス

の活動を行っており、会員が持ち寄

った野菜などを使った季節感あふ

れるお弁当は、利用者の方に大変喜

ばれている。また、この活動は、食

を通じた健康づくりにとどまらず、

お弁当を届ける方と受け取る方が

互いに言葉を交わすことで、高齢者

の見守りや相談などの役割を果た

し、安心して暮らせるまちづくりに

もつながっている。これは、地域に

暮らす方々だからこそできる心温

まるボランティア活動であり、今後

も末永く続けられ、さらに発展して

いくことを期待する。 

さぬき市 

24年 

２ 

地域の父親（おやじ）とし

てのかかわりを通じた子

どもの健全育成活動及び

地域活性化活動 

 

栗 林
りつりん

おやじ 塾
じゅく

 

子どもの健

全育成 

地域の父親たちによる「地域の子ども

達の活動支援」と「栗林地区のまちづ

くり」の活動を13年にわたり続けてい

る。子ども達がのびのびと遊べる場の

提供や国際交流、小学校体育館での宿

泊と避難所体験など、知恵を絞った活

動を通じて、子ども達のたくましい成

長をサポートしている。また、夏祭り

を30年ぶりに復活させるなど地域の仕

掛人としての役割も果たしており、学

校や地域から頼りにされる存在になっ

ている。平成15年には初の「全国おや

じサミット」を香川県で開催し、今年

は瀬戸内国際芸術祭にあわせて栗林小

学校と震災に見舞われた岩手県栗林

（くりばやし）小学校との交流を象徴

するオブジェ作りを主導するなど、そ

の活動の輪は全国に広がっている。 

「父親は子育てでもっと活躍でき

るはず」との思いから、2000（平成

12）年から13年間、子どもたちがの

びのびと遊べる場所を提供し、知恵

を絞ったさまざまな体験を通じて、

子どもたちのたくましい成長をサ

ポートする活動を続けている。ま

た、地域のシンボルである栗林公園

を舞台に子どもたちを主役にイベ

ントを開催したり、夏祭りを復活さ

せたりと、地域の仕掛け人としても

頼りにされる存在になっている。地

域の子どもを地域の中で育てたい

という信念のもと、小学校の保護者

が中心となって始まった活動が、自

分たちが住むまちを元気にする活

動へとつながり、さらに、全国のお

やじたちとの交流へと発展してお

り、今後もその活動の輪がますます

広がっていくことが期待される。 

高松市 

13年 



  

平成２４年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

図書館、保育所、盲学校等

での本の読み聞かせと読

書活動の推進 

高 松
たかまつ

  

本
ほん

とおはなしの部屋
へ や

 

［団体］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ 

平成１３年に高松市図書館が公募し

た図書館ボランティアのなかで、より

主体的かつ自主的にボランティア活動

に取り組んでいきたいと考えるメンバ

ーにより結成された。子どもや子育て

中の保護者を対象に定期的におはなし

会を行うほか、盲学校での対面朗読、

視覚障害者のための「さわる絵本」の

製作など、子育て中の親子や視覚障害

者を対象に、１０年以上、図書館ボラ

ンティアとして精力的な活動を続けて

いる。 

子育てを経験した女性の方が活動の

中心ということもあって、子育て中の

お母さん方に、読み聞かせを通じて

「楽しく子育てしてもらいたい」とい

う温かい思いが伝わってきた。 

また、平均して月に２０日程度の活

動を行っていることは、非常に熱心か

つ精力的な活動であり、評価できる。 

これからは視覚障害者向けの活動

もよりいっそう充実させたいとのこ

とであり、さらなる活動の広がりを期

待している。 

高松市 

１０年 

 

 

２ 

田村水泳教室 

 

田村
たむら

 佳代
か よ

 

［個人］ 

学術・文化・

芸術・スポー

ツ 

多度津町のさくらプールがオープン

した時から、２０年間、小学生を対象

にボランティアで水泳を教えており、

多い時では週４回・５０名を教えた。

現在でも、週２回・１０名を教えてい

る。生徒一人ひとりに対する親切で分

かりやすい指導は、泳げない子が泳げ

るようになるなど、競技性を追及する

のではなく、泳ぐ楽しさ、達成感につ

ながるものであり、子ども達や保護者

から好評を得ており、感謝されている。 

生徒一人一人に対する丁寧な指導

は、泳げなかった子ども達にとって大

きな助けとなり、多くの子ども達が泳

げるようになった。楽しみながらも達

成感を感じている子ども達と、水泳教

室を通じて人間的にも成長している

我が子を見守る保護者の方の感謝の

様子が伝わってきて、心温まる思いが

した。強い意欲と情熱を持って活動を

続けていらっしゃることに、敬意を表

したい。 

丸亀市 

２０年 

 

 



  

平成２３年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

地蔵池水辺ガーデン
づくり 
 

 

 

 

前田
まえだ

 美代子
み よ こ

 

［個人］ 
環境保全 

自宅近くの「地蔵池」の堤を、四季

折々の花が咲く美しい庭園にしよう

と、約７年間にわたり毎日朝から夕方

まで、花の苗植えや草抜き、水やりな

どの手入れを続け、地域の人々の出会

いやふれあいの場となる癒しに満ち

たすばらしい空間によみがえらせた。

一人でコツコツと作業を続ける姿は、

周囲の人たちの心を動かし、共に活動

したり協力してくれる仲間をつくり、

地域の人々を巻き込んだ活動へと広

がりを見せている。また、地元中学校

のボランティア部員は、この活動から

ボランティアにとって大切なことを

学び、自然な形で活動の手伝いをして

いる。 

 

たった一人で始めた活動

が、周囲の人たちの心を動か

し、共に活動したり協力して

くれる仲間をつくるととも

に、地元の中学校のボランテ

ィア部員の活動の手本とな

っている。地域の人々を巻き

込み、地域の人たちとの出会

いやふれあいをもたらす「心

温まる」活動に成長しており、

これからもその活動の輪の広

がりが期待される。 

 

善通寺市 

７年 

 

 



  

平成２２年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

外国人（留学生や研
修員）が安心して暮
らすための交流と支
援活動 
 

仏生山
ぶっしょうざん

 

国際
こくさい

交流会
こうりゅうかい

 
国 際 交

流・国際協

力 

県への海外技術研修員や大学や専門

学校などへの留学生が、日本の文化や

生活習慣、言葉などの違いで悩んだり

困ったりすることがなく、安心して生

活できるよう、歓送迎会やスポーツ大

会の開催、四季折々の地域行事への招

待、生け花や茶道などの日本文化の講

習などを通じて、地域住民との友好親

善と相互理解を深めるなど、地域に根

ざした草の根の国際交流を行ってい

る。また、生活用品の提供や各家庭へ

の招待、心のケアなど日常生活に密着

した生活支援も行っている。 

 

活動を始めた当時、国際交流

の分野での活動は珍しかった

と思うが、以来、42カ国400

人余りの外国人を対象に活動

を行ってきたことはすばらし

い。環境や習慣が違う外国で、

生活面で困ったときにサポー

トがあるということは、何よ

り心強いものであり、交流活

動だけでなく生活支援活動を

長く続けてこられたことは評

価に値する。本当に困ったと

きに支えになってくれる活動

は「心温まる活動」であり、

当事者にとっては「勇気づけ

られる」活動に該当する。 

高松市 

２５年 

 

 



  

 

 

平成２１年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

クリスマス訪問活動 
 

楽
らく

友会
ゆうかい

 

 

子どもの

健全育成 

土庄高等学校の昭和37年度卒業生 

６名が「何か社会に役立つことがした

い」と、昭和39年から、毎年12月の

第３日曜日に、土庄町豊島の乳児院・

豊島神愛館の子どもたちにケーキ 

などのクリスマスプレゼントを届け

る活動を行っている。毎回、子ども 

たちは満面の笑みで応え、楽しい交流

のひとときを過ごしている。訪問は、

これまで１回も絶やしたことはなく、

今年12月で46回目を迎える。 

 

 

45年間、１度も絶やすこと

なく訪問を続けていること

は、すばらしい。 

誰もが自分の生活に必死 

だった時代に、子どもたちを

喜ばせようと始めたこの 

活動は、ボランティア精神に

あふれている。サンタクロー

スに扮装したメンバーから、

プレゼントを手渡された 

子どもたちの満面の笑みを

思い浮かべると、心温まる思

いがする。 

 

土庄町 

４５年 

 

 

２ 

大野原地区における 
地域福祉活動 
 

大野原町
おおのはらちょう

 

グリーンクラブ 

 

保健・福祉 

 

子どもの

健全育成 

旧大野原町でソフトボールを愛好 

する40歳以上の男性有志が「ソフト

ボールを楽しむだけでなく、みんなで

地域に恩返ししよう」と、昭和54年

から、母子家族との交流、青少年巡回

補導パトロール、介護老人保健施設 

ひうち荘の清掃・草刈り、ひうち荘 

入所者の雲辺寺登山参拝の補助、敬老

会参加者の送迎など、さまざまな地域

のニーズに根ざした ボランティア

活動を行っている。 

 

 

地域のさまざまな課題や 

ニーズに柔軟に対応する活

動は、「住民による地域貢献」

という、地域に根ざしたボラ

ンティア活動である。 地域

力の低下や絆の希薄化が顕

著な今の時代に、地域の結束

力を再生する、まさにお手本

となる活動であり、非常に評

価できる。 

この活動が、次世代の人たち

に引き継がれ、発展していく

ことを期待している。 

 

観音寺市 

３０年 

 

 

３ 

半生にわたる 
在宅高齢者に対する 
生活支援と介護援助 
活動 
 

宮本
みやもと

 典子
のりこ

 

 

保健・福祉 

昭和43年に坂出市の老人家庭奉仕員

（現・ホームヘルパー）となり、職務

として在宅高齢者の介護支援を行い

ながら「相手の立場に立ったきめ細か

なサービス」を模索し、平成６年、有

志とともに「ハート＆アリの会」を立

ち上げ、いつでも困ったときにすぐに

対応する在宅高齢者福祉サービスを

行っている。ホームヘルパー養成講座

の講師なども積極的に行い、後進の育

成指導に努めている。 

 

 

半生にわたるホームヘルパ

ーの経験と持ち前の実行力

で、公的制度の行き届かない

部分をしっかりカバーし、 

１日24時間365日体制で

高齢者とその家族を支援す

る活動は、まさに「福祉の心」

を実践するボランテイア 

活動であり、感動を覚えた。

長年の地道な活動を高く 

評価し、今なお意欲的に、 

後進の育成指導を続けてい

ることに、敬意を表したい。 

 

坂出市 

１５年 

 

 



  

平成２０年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

理容奉仕活動 

 

植田
うえた

 利夫
としお

 

藤本
ふじもと

 隆夫
たかお

 

木野
き の

 哲
てつ

幸
ゆき

 

 

保健・福祉 

香川県理容生活衛生同業組合高松支部が

実施する「福祉理容」として、毎月１回、

児童養護施設讃岐学園において、主に小学

生以下の子どもたちの散髪や顔剃りをす

る理容活動を行っている。高松地域の理容

師10数名が参加しているが、38年もの

間、継続して活動しているのは、この３人

だけである。 

この活動を通して子どもたちとの交流も

深まり、理容活動の場が、互いの心の癒し

空間にもなっている。 

 

 

 

38年もの長い間、続けてこ

られたことに敬意を表した

い。理容師という職人技をボ

ランティアに活かしている

ことは、すばらしい。讃岐学

園の子どもたちと触れ合い、

信頼関係を深めてきたこと

に、心温まるものを感じる。

ボランティア活動に対する

理解を広める上で、社会的評

価の高い活動と言える。 

高松市 

３８年 

 

 

２ 

荒廃している人工林

（スギ・ヒノキ）の

整備活動 

 

特定非営利活動法人 

こにふぁくらぶ 

 

環境保全 

「森林保全のためには、里山整備だけ

でなく人工林（スギ・ヒノキ）整備も

急務」という強い意志のもと、所有者

から依頼を受けて、毎週土・日曜日に、

放置され、荒廃している人工林の手入

れをしている。主な活動は、間伐、枝

打ち、下草刈り、竹林の皆伐など。 

公募の助成金制度を積極的に活用し

て資金を調達するなど、組織として自

立した運営を展開している。 

 

 

 

地球規模の喫緊の課題であ

る森林保全に取り組み、肉体

的負担の大きい活動を毎週

末行っていることに、頭が下

がる。この実践的な活動を広

く県民に知ってもらい、県民

一人一人の環境保全に対す

る意識づけや環境教育に繋

がることを期待している。 

高松市 

９年 

 

 

３ 

点訳絵本・点字メニ

ュー等の製作活動 

 

点字
てんじ

サークル・ 

ライト 

 
保健・福祉 

「目の見える人と同じように、レスト

ランでメニューを選びたい」という願

いを実現しようと、メニューの点訳を

始めた。その後、絵に凹凸を付けて指

でも読めるようにした点訳絵本の存

在を知り、「目の見える人も見えない

人も同じ絵本を楽しめる」という点に

魅力を感じ、その製作を行っている。 

このほか、視覚障害者の外出支援や小

中学校での点訳を含むボランティア

体験講習なども行っている。 

 

 

 

視覚障害者の願望を上手く

汲みとり、彼らに生きる喜び

を感じてもらえるようなす

ばらしい活動である。障害の

あるなしに関係なく「人間と

して共に生きる」ことを重視

し、それを具体化しようとす

る取り組みは、高く評価でき

る。視覚障害者の自立をサポ

ートする実践的なボランテ

ィアと言える。 

高松市 

１２年 

 

 



  

平成１９年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

 

有明浜海浜植物の管

理 

 

小西
こにし

 武利
たけとし

 
 環境保全 

観音寺・有明浜に群生している海浜植

物を守り、次世代の子どもたちに伝え

ていくため、毎朝、日の出とともに有

明浜に出かけて、希少植物の保護に重

点を置いた外来種の除去を中心に、除

草作業、ゴミ拾いなど海浜植物の管理

を行っている。 

また、依頼があれば、種の採取、植え

付けなどを地元の小学生とともに行

い、海浜植物について分かりやすく説

明している。 

 

 

 

除草やゴミ拾いなど根気の

いる作業を４年前からは毎

日、地道に続けている点は、

高く評価できる。背伸びしな

い、できる範囲での日々の活

動が、有明浜の希少植物の保

護に繋がっており、ボランテ

ィアとして模範的な活動を

実践している。次世代への教

育的な配慮をしている点も

すばらしい。 

観音寺市 

１２年 

 

 

２ 

 

点訳を通じた視覚障

害者の支援 

 

点字
てんじ

ボランティア 

てんとう虫
むし

 

 

保健・福祉 

点訳講座修了者などが集まってでき

た団体で、カレンダーや時刻表、公共

料金の通知書など視覚障害者の要望

に応じ、日常生活に必要なものの点訳

を行っている。 

日ごろから視覚障害者の方と交流し、

旅行や買い物の介助をしたり、料理や

編み物の講習会を開いたりしている。

また、依頼があれば、小学生に点字指

導をしている。 

 

 

 

 

単なる文章の点訳ではなく、

視覚障害者の日常生活に密

着した部分に注目し、肩に力

を入れず、活動自体を楽しみ

ながら行っている点は、心温

まるものがある。点訳だけに

とどまらず、買い物介助など

の生活支援も行っており、ま

さに、ボランティアが活きる

活動をしている。 

観音寺市 

１２年 

 

 

３ 

 

「いいいろ塗装の日」 

社会奉仕活動 

 

社団法人 

日本
にほん

塗装
とそう

工 業 会
こうぎょうかい

 

香川県
かがわけん

支部
し ぶ

 

 

まちづくり 

(社)日本塗装工業会は、塗装工事業の

健全な発展を目指す全国組織で、各都

道府県に支部がある。毎年11月16

日を「いいいろ塗装の日」と称して社

会貢献活動を実施しており、香川県支

部では、会員全社が参加して、県内の 

福祉施設や養護学校などの校舎の内

装の塗り替えボランティアを行って

いる。内装は手入れが行き届きにくい

ため、施設から喜ばれている。 

 

 

 

 

企業の社会貢献的な取り組

みとして、27年間にわたり、

福祉施設や養護学校を対象

にボランティア活動を続け、

地域とともに歩もうとする

姿勢は、大いに評価できる。

企業におけるボランティア

意識が醸成されるよう、今後

も、より一層活躍することを

期待している。 

高松市 

２７年 

 

 



  

平成１８年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考  

活動年数 

１ 

 

ほがらか体操 

 

入口
いりぐち

 邦子
くにこ

 
 

保健・福祉 

 

坂出市内の高齢者の自主運営

で行われている「ほがらか体

操（昭和60年～）」で、筋力

低下を防ぐための体操などを

行い、高齢者の健康増進、介

護予防に熱心に取り組んでい

る。楽しく身体を動かすレク

リエーションは、参加者に大

変好評である。身体障害者協

会や母子福祉連合会が行うイ

ベントにも参加している。 

ボランティアの原点とも言

える取り組み方で、肩に力を

入れず楽しんで活動してい

る。自ら立ち上げた「ほがら

か体操」は、高齢者と楽しい

時間を共有しながら２０年

間続けており、高齢者の健康

増進や介護予防に寄与して

いる。自らが楽しみながらの

活動は、元気な高齢者をより

元気にし、勇気づけるすばら

しい活動である。 

坂出市 

２０年 
(ほがらか体

操) 

 

 

２ 

 

聴覚障害者に対する

情報保障（手話）の取

組み 

 

全国
ぜんこく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

問題
もんだい

研究会
けんきゅうかい

香川
かがわ

支部
し ぶ

 

保健・福祉 

 

手話や手話通訳のこと、聴覚

障害者にかかわることなどの

学習会を開催したり、広報な

どの活動、情報保障の取り組

みなど、様々な活動を行って

いる研究会。各都道府県に支

部がある。 

イベント時の手話通訳や病院

や看護学校において、医療ス

タッフへの手話講習会の開催

などの活動を行っている。 

障害者が特に不便や不安を

感じることの多い病院など

でスタッフ側への講習会を

行うなど、手話通訳派遣の公

的制度を補完する役割を果

たしている。手話の技術だけ

ではなく、「障害者一人一人

のニーズに対応したい」とい

う姿勢は大変すばらしく、２

６年の長きにわたり障害者

を支えているその活動には

大変感動させられる。 

高松市 

２６年 

 

 

３ 

 

手づくり布絵本作成  

 

 

丸亀
まるがめ

ひまわり文庫
ぶんこ

 

保健・福祉 

子どもの 

健全育成 

子どもたちの機能回復に役立

つためにと、フェルトやデニ

ムの布地などを使って、遊具

や絵本を手作りしている。作

品は丸亀養護学校の生徒達に

も使ってもらい、定期的な交

流を行っている。また、手作

り絵本、遊具全国コンクール

などにも出展し、よりよい作

品づくりに取り組んでいる。

作品は学校などに貸し出しも

している。 

「手作り布絵本」という、ま

だまだ知られていない分野

に着眼し、大変な努力で作品

を作り上げ、布絵本を広める

活動をしている。また障害者

たちとの交流も積極的に行

っており、対象を障害者・健

常者のように特定すること

なく子どもたちの健全育成

に寄与している。誰かのため

に一針一針時間をかけて作

るという活動を２５年間続

けており、大変心温まる活動

である。 

善通寺市 

２５年 

 

 



  

平成１７年度 ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考     

活動年数 

１ 

笠島地区町並み保存活

動 

 

髙
たか

島
しま

 包
つつむ

 

まちづくり 昭和５０年頃から笠島の町並

みを守る活動を始め、昭和５

７年に「笠島まち並保存協力

会」を設立してからは、会長、

副会長として会の中心となっ

て、建物の修理や修復の計画、

地区内の環境整備、観光客へ

の対応など、積極的に活動を

行ってきた。過疎化が進む地

域を活性化させるため、住民

との連絡を密に行い、笠島の

歴史的遺産を守り続けてい

る。 

過疎化が進み地域住民が島か

ら離れ、保存建造物の壊れて

いく現象を何とかストップさ

せようという切なる想いから

笠島での活動を開始し、今で

は島全体のまちおこしに広が

るきっかけになっている。自

分の生まれ育った笠島の町並

みを３０年間の長きにわたり

守り続けてきた地道な活動は

大変すばらしい。 

丸亀市 

約３０年 

 

 

２ 

わたぼうしコンサート

の支援 

 

稲
い

生田
の だ

 純 一
じゅんいち

 

保健・福祉 

 

わたぼうしコンサートの初回

（昭和５０年）から、３０年

間にわたり生徒とともに携わ

り、障害を持つ人たちと生徒

との交流のつなぎ役を果たし

てきた。マイク一本から機材

運びなどステージ関係の進行

を主に担当し、裏方に徹して

障害者福祉向上に貢献してい

る。 

活動を通じて障害者や、教え

子との関わりを深め、人と人

とのつながりから得られる力

をエネルギーにして活動を続

けている。わたぼうしコンサ

ートによって多くの人に感動

を与えているだけではなく、

決して表に出ることなく裏方

に徹して活動を続けているそ

の姿こそが人々に感動を与え

ている。 

高松市 

３０年 

 

 

３ 

月刊ユーテの発行  

 

月刊
げっかん

ユーテ 

保健・福祉 

 

昭和５３年の創立以来、ハン

セン病施設での学習会の開

催、香川県各地に住んでいる

身障者の介護、また毎月ガリ

版の「月刊ユーテ」の発行を

行っている。誌上では、ハン

セン病施設在園者、県内各地

の身障者、ボランティアの方

の日常生活における喜び、感

動などを発表している。 

ハンセン病療養施設入所者や

身体障害者、ボランティアの

方々の日常生活の喜びや感動

などを伝えるために、２７年

間ひたむきな活動を続けてい

る。「伝えたい」「伝えなけれ

ばならない」という情熱をも

って活動しており、その熱心

な取り組みに勇気づけられ

る。 

高松市 

２７年 

 

             



  

平成１６年度ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

 

 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 

活動分

野 
活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

児童登校時見守りボラン

ティア 

 

国 友
くにとも

憲 一
けんいち

 

子ども 自宅近くの押しボタン信号の

交差点で、毎朝小・中学生の

登校時間にあいさつを交わし

ながら、児童たちの安全と声

かけによる健全育成の推進に

寄与している。退職後、何か

児童の健全育成に役立つ活動

がしたいという想いから活動

をはじめてはや、２０数年の

歳月が流れた。 

雨の日も風の日も、寒い冬

の日も暑い夏の日も、子ど

も達の交通安全を願って毎

朝交差点に立ち声かけをす

る活動は、地道ではあるが、

大切な子ども達の命を交通

事故から守り、「地域で子ど

もを育てる」という今の時

代にマッチしたすばらしい

活動である。 

宇多津町 

２０数年 

２ 

障害児のちびっこ教室 

 

障 害 児
しょうがいじ

のちびっこ

教 室
きょうしつ

 

 

福祉 

子育て

支援 

障害児の社会参加促進のた

め、また、障害児を日常的に

ケアする家族にリフレッシュ

の時間を提供するため、障害

児（小１～中２）とその兄弟

姉妹を月１回預り集団遊びを

行っている。学生ボランティ

アが運営の中心となり、昭和

４６年の会の発足以来３２年

間にわたり、途切れることな

く後輩へと活動が引き継がれ

ている。 

障害児にとっては、家族以

外の人とのふれあいから生

活の幅を広げる機会が創出

され、また、その家族のレ

スパイト・ケアに寄与し、

現代社会においてニーズの

高い大切な活動である。そ

のような活動に３２年前か

ら取り組み、一大学の学生

に留まらず、他校の学生と

も連携しながら後輩へと活

動を引き継ぐ取り組みは感

動的である。 

高松市 

３２年 

３ 

交通安全活動  

 

泉 川
いずみかわ

定子
さだこ

 

地域 

安全 

活動 

１０年間にわたり、坂出市及

び地元校区等主催による交通

安全運動キャンペーン時に配

布するマスコットを、色紙や

毛糸などを利用して毎年違っ

た品物を自宅において製作し

ている。１年に製作するマス

コット数は 400 個を越え、

年間の大半を製作に割いてい

るほか、近隣の交差点で行わ

れるキャンペーンでは自ら出

向き交通安全の活動をしてい

る。 

マスコットづくり自体は、

趣味性の強い活動であるか

もしれないが、ボランティ

アは楽しんですることも大

切である。地味ではあるが

１０年という長期にわたっ

て交通安全活動を裏方で支

える活動を広く知っていた

だきたい。交通安全を願い

ながらマスコットを一針一

針縫う姿は心があたたまる

ものである。 

坂出市 

１０年 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 

活動分

野 
活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 



  

平成１５年度ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 

 

 

１ 

朗読奉仕活動 

 

朗読
ろうどく

グループ
ぐるーぷ

火曜会
かようかい

 

福祉 20年間にわたり、継続的に

視覚障害者のための新聞、

本等の録音テープを作成す

るほか、老人福祉施設での

高齢者への対面朗読や朗読

劇、小中学校の教師や生徒

との勉強会など、朗読を通

して幅広い層とのコミュニ

ケーションを図っている。 

視覚障害者のための新聞等の

録音テープ作成や交流会、高齢

者への対面朗読など、それぞれ

のニーズに応じた多彩な定期

活動を長年にわたり取り組む

ほか、朗読という行為を通し

て、子ども達との勉強会などの

交流の機会を設け、次世代へと

活動を広げていく取り組みは、

心温まるものである。 

坂出市 

２０年 

２ 

痴呆老人と介護者へのケア、 

社会の痴呆理解の啓発活動 

 

夕映えの会
ゆうばえのかい

 

福祉 痴呆の介護にとって重要で

ある介護者への「心のケア」

を重視し、介護交流会や勉

強会、365日24時間体制

での電話相談や福祉情報の

提供を行うほか、痴呆への

理解を深めるため社会への

啓発活動を行っている。 

自らの介護経験を活かした

様々な活動は、痴呆介護者の精

神的な支えとなることはもち

ろん、時代に要請された重要な

取り組みである。会の内部にと

どまらず、痴呆について社会啓

発を行い理解を広げていく積

極的な活動は、誰もが勇気づけ

られるものである。 

高松市 

１０年 

３ 

道路の美化活動 

動物愛護活動 

 

高 橋 駒 雄
たかはしこまお

 

環境 15年前から、仕事などで車

移動する際、交通事故に遭

い路上に放置された猫や犬

の亡骸を見つけると、地域

の墓地の片すみに埋葬し手

厚く葬っている。また、財

田川右岸道路の植栽の草抜

き等の清掃活動を１０年間

にわたり行っている。 

高齢にもかかわらず、長年にわ

たる草抜き等の清掃活動もさ

ることながら、交通事故で無残

な姿になった動物を収容し、心

をこめて供養する姿は、誰もが

この世のすべての生命の尊さ

について改めて考える契機と

なる慈悲深い活動である。 

観音寺市 

１０年 

４ 

老人ホームや施設での交流 

子どもの健全育成 

 

大川町
おおかわちょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

愛
あい

の
の

会
かい

 

福祉 

 

社会

教育 

地域内の老人ホームのデイ

サービスレクリエーション

や清掃、児童福祉施設の園

生との交流会など、地域の

人々と地域に根ざした活動

を長きにわたり行うほか、

中学生が行うボランティア

活動の支援を行っている。 

２５年間という長期にわたり、

継続的に自分達が出来うる

様々な活動を地道に行うほか、

ボランティアに関心のある子

ども達を導き、活動の手助けを

行うなど、ボランティアの心を

次世代を担う子ども達につな

げていく取り組みは、心温まる

ものである。 

さぬき市 

２５年 



  

平成１４年度ボランティア大賞受賞活動の内容等 

 
 

 

番

号 
受賞活動（受賞者・団体） 活動分野 活 動 内 容 講 評（選考委員会） 

備 考 

活動年数 

１ 

朗読奉仕活動 

 

高 松 朗 読 会
たかまつろうどくかい

 

福祉 18 年間にわたり、視覚

障害者のための録音テー

プ作成などのほか、病院

や施設での疾病者・障害

者・高齢者への対面朗読、

小学校などでの紙芝居上

演など、朗読をとおして

幅広い活動を行ってい

る。 

視覚障害者用のテレビガイ

ドの録音テープ作成や、病

院での対面朗読など、日常

生活における細やかなニー

ズに対応した長年にわたる

取り組みである。朗読とい

う誰にでもできる行為をと

おした創意工夫のある活動

は心温まるものである。 

高松市 

１８年 

２ 

おはなし会による社会

教育活動 

 

伝 々 虫
でんでんむし

 

社会教育 

（子どもの

健全育成） 

昔話のおはなし会を定期

的に図書館で開催すると

ともに要請に応じて小学

校・幼稚園などに出向い

て実施するなど、子ども

たちに昔話の豊かな世界

を伝え、読書の楽しみを

知らせる活動を9年間に

わたり行っている。 

子育ての経験を活かし社会

に還元するという生活者の

視点から生まれた継続的な

取り組みである。自身の経

験を発展させ、子どもたち

が生きる力を培い、心豊か

に成長することを助ける活

動は互いの信頼感と理解し

あう心が深まっていくもの

である。 

高松市 

９年 

３ 

道路の美化活動 

 

岡 崎 良 三
おかざきよしみ

 

まちづくり 

（環境） 

市道の 1.6km の区間に

おいて、水遣り・剪定な

どの植樹帯の維持管理活

動を7年間にわたり、ほ

とんど毎日個人で行って

いる。 

高齢にもかかわらず、長年

にわたりほぼ毎日作業を行

い、地域での同様の活動の

広がるきっかけになってい

る。誰にでもできる行動の

社会的な評価を高める取り

組みとして勇気づけられる

活動である。 

観音寺市 

７年 

４ 

収穫体験（イモ掘り）

招待による子どもの

健全育成活動 
 

中 山 武 夫
なかやまたけお

 

子ども

の健全

育成 

児童自立支援施設の園生

を自己所有の畑での収穫

体験（イモ掘り）へ招待

するとともに学園祭に参

加する活動を33年間に

わたり、個人として継続

して実施している。 

33 年間一度も欠かすこと

なく農作物を作って招待す

ることは、子どもに対する

深い思いやりと愛情に加

え、強い意志がなければ継

続できるものではない。自

分にできることを継続して

行うひたむきな取り組みは

感動的である。 

三木町 

３３年 

 

 

 



  

平成１３年度かがわボランティア活動顕彰受賞活動の内容等  

 

                                                          

 受賞活動 受賞者・団体（敬称略） 活動内容 
備 考 

活動年数 

 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

大   

賞 

①森林活動と子供の

健全育成活動 

特定非営利活動法人 

どんぐりネットワーク 

 どんぐりランドや三木ランド、仲南の森等で年間

延べ１００日以上にわたって活動。子供たちを中心

に、森林体験を提供する活動と森林に関する文化的

活動を行い、環境保全の普及、健全な心身育成を図

っている。 

高松市 

７年 

②耳の不自由な人へ

の要約筆記の提供

活動 

特定非営利活動法人 

香川県要約筆記サー

クルゆうあい 

 中途失聴者・難聴者の耳代りとして、各種行事、

難聴者の日常生活、講演会等で「聞こえの保障」を

行い、手話のわからない耳の不自由な人の社会参加

を支援している。 

高松市 

１４年 

③民家での高齢者デ

イサービスの提供

活動 

町かどデイサービス

しゃろ～む 

 民家を借用し、週一回町かどデイサービスを実施。

通所者、ボランティアスタッフが小人数の疑似家族

のように仲良し時間を共有。将来、町の角々に、寄

合い所帯的な生活支援の場ができることを夢見てい

る。 

津田町 

１年 

 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア 

功

労

賞 

④ふれあいによる子

どもの健全育成活

動 

松崎洋祐、松崎ミツ子  近くの児童自立支援施設に毎週たこ焼を贈り続け

ている。また、児童が社会に巣立つ準備として、職

場学習にも協力するなど、個人としての活動を２１

年間にわたり、継続して実施している。 

高松市 

２１年 

⑤子ども会活動の支

援、高齢者との交流 

横山文子  ３７年前から子供会行事に従事。電話相談や啓発

活動のほか、特別養護老人ホームでの交流活動、高

齢者への一声運動の推進、ふれあいいきいきサロン

の開催など、多様な活動を行っている。 

観音寺市 

３７年 

⑥愛のモチーフ運動

の提唱と実践活動 
高松ボランティア協

会 ピコットの会 

 いつでも、どこでも、誰でもできるボランティア

「愛のモチーフ運動」を提唱。全国の賛同者から１

０㎝角の毛糸編みのモチーフを募り、とじ合わせて

ひざかけなどを作り、全国の福祉施設等に毎年３０

０枚余を贈呈。 

高松市 

２２年 

 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

奨

励

賞 

⑦災害救助ボランテ

ィア活動 

河野好一  赤十字防災ボランティアリーダー、日本赤十字社

救急法指導員として、日本赤十字社や行政機関の要

請を受けて、応急救護・復旧等の活動に能力、労力、

時間等を自主的に無報酬で提供している。 

高松市 

 

⑧カンボジアなどに

おける国際協力活

動 

特定非営利活動法人 

セカンドハンド 

 無償提供を受けた衣服などを販売し、収益金によ

り、カンボジアにおいて、小学校建設、教材の寄贈、

識字教育、ミシン等の寄贈などの支援を行っている。 

高松市 

７年 

⑨ラオスなどにおけ

る国際協力活動 

香川国際ボランティ

アセンター 

（財）県国際交流協会のラオススタディツアー参加

者を中心に、ラオス自立への支援、特に教育支援を

行っている。主な活動は、現地での井戸掘り、ピア

ニカ、謄写版、絵本等の寄贈、小学校や職業訓練学

校等3校の建設など。 

高松市 

８年 

⑩観光ボランティア

ガイド活動 

香川県シルバーふる

さとガイド協会 

 県を代表する観光地の栗林公園で、毎週土日、祝

日を中心に、県内外の観光客の内、希望者に対して、

県の歴史、文化を交えながら、優れた造園技術や四

季の風情など公園の見所を紹介。 

高松市 

３年 

⑪臍帯血バンクの普

及啓発活動 

臍帯血バンクを支援

する香川の会 

「新しい命がもう一つの命を救う！」をキャッチフ

レーズに、白血病等の重い血液疾患医療に有効な臍

帯血移植を推進するために、情報提供、普及啓発、

募金活動、電話相談などを行っている。 

高松市 

４年 

※ 平成14年度からはボランティア大賞のみとなっています。 

 


